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ッジ会 計の 問題点 を抽出 した 。その 上で、 マク ロヘッ ジ会計 に関 する
IASB の提言を詳細に検討し、新たなマクロヘッジ会計モデルの可能性

















第 3 章「一般ヘッジ会計の方法」では、 FASB、 IA SB および ASBJ で
一般ヘッジ会計の方法の比較を行い、 A SBJ における繰延ヘッジ会計と
FASB および IASB のキャッシュフロー・ヘッジ会計の相違点、 A SBJ
















定 約 定 の 公 正 価 値 評 価 を 通 じ て 資 産 又 は 負 債 を 認 識 す る が 、 こ れ も
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課題を述べた。今後の研究課題としては、次の 3 点である。  
まず、 FASB および IA SB は、金融商品の全面公正価値測定の方向で
検討し、ヘッジ会計を全面否定しようとしたが、将来はこの全面公正価
値アプローチに係る議論を注視し続ける必要がある。  
次に、DP においる PRA の検討はマクロヘッジ会計のプロジェクトの
最初のデュー・プロセスであり、今後、最終基準の作成に向けた作業が
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基準委員会（ASBJ）の一般ヘッジ会計の方法には相違がある。FASB および IASB が公正
価値ヘッジとキャッシュフローヘッジを採用しているのに対して ASBJ は繰延ヘッジを基
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